　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年８月５日

　　　　　　　　　　　　　　　エヌシティ西町会マンション問題対策協議会
「大京のマンション建設計画に反対の署名をお願いします」
本日(８月５日)エヌシティ西町会マンション対策協議会がクラブウエストで開かれ、大京側のこれまでの２回の説明会を踏まえて、マンションの建設に近隣住民としてどのような対応をすべきか話し合いが行われました。

　この中で、マンション建設計画が１２階建て３６メートルあまりの高層であり
1 近隣の住宅の日照が妨げられること。

2 巨大な壁が立ちふさがる形となり強い圧迫感があること。

3 これまでは富士山や丹沢の山並みが見えた景観が阻害されること。

4 低層の住宅が立ち並ぶ良好な街の住環境とマッチしない計画であること。

などから、このままの現在の計画ではマンション建設は絶対容認できず、反対することで意見が一致しました。
　このマンションの建設予定地については都市再生機構が業者に分譲する際、留意事項として条件をつけており、その中で、周辺との環境調和については特に「周辺に対して投影する日影時間の短縮・軽減」｢周囲からの景観疎外感の軽減｣を、また周辺に対するプライバシーの確保については｢住宅の配置、向き｣「窓の向き」などを配慮した計画とするよう求めています。私達近隣住民の立場からするとこのような留意事項を守った計画とはとても思えません。

　いままで私たちは、エヌシティのおかれた良好な環境と景観を保護し大切に暮らしてきました。その隣接地に突如、街の姿を大きく変貌させる巨大な壁のようなマンションの計画が持ち上がり、驚きと怒りの声が上がっています。子供達の通う学校についても、このようなマンションができると収容能力を超えるのではないかという心配もあります。また増加する車と通学路の安全の問題も生じてきます。
私たちは、大京が社会的にも責任のある企業として近隣住民の意向を充分踏まえた、地域の中で共存できる計画に改めてほしいと願っています。少なくとも現在の土地の高さをそのままにした建物ではなく土台を削ったり、予定地前面の斜面を利用するなどの方法でマンションを大幅に低いものにして欲しいという意見も出されています。大京側は説明会の席で、住民と話し合って見直すべき点があれば見直すといっています。その見直しが単なる計画のほんの些細な変更なのか、それとも住民の意見を取り入れた抜本的な見直しなのかは分かりませんが、今後の交渉で大幅な計画見直しを求めていきたいと思います。

　この住民の声を、計画の当事者である大京をはじめ八王子市長、都市再生機構に率直に伝えるべく、マンション建設計画に反対する署名活動を、西町会の全住民を対象に行うことを決めました。対象は全住民ですので、賛同される方はご家族でそろって署名してください。私たちはこの問題について住民自らが声を上げ、一丸となって交渉していく以外に有効な手立てはないと思っています。明日(８月５日)午前１０時３０分から大京の東京支店長が出席して説明会がクラブウエストで開かれる予定です。本日配られた署名文を持ってできるだけ多くの方が参加していただけるようお願いします。　　　　　　
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